
立
教
大
学
図
書
館
蔵
「〈
薩
琉
軍
記
〉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
め
ぐ
っ
て

目

黒

将

史

一

は
じ
め
に
―
〈
薩
琉
軍
記
〉
研
究
の
淵
源
―

〈
薩
琉
軍
記
〉
と
は
、
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
琉
球
侵
攻
を
描
い

た
軍
記
テ
キ
ス
ト
群
の
総
称
で
あ
る
。
琉
球
侵
攻
を
題
材
に
し
て
い
る
が
、

実
際
に
は
起
き
て
い
な
い
合
戦
を
作
り
だ
し
、
様
々
な
武
将
た
ち
の
活
躍
を

創
出
し
て
い
る
。
貸
本
文
化
を
介
し
て
、
主
に
写
本
で
流
通
し
、
百
点
を
超

す
お
び
た
だ
し
い
伝
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
十
七
〜
十
八

世
紀
に
か
け
て
成
立
し
て
お
り
、
近
世
中
、
後
期
の
日
本
（
ヤ
マ
ト
）
側
か

ら
見
た
琉
球
像
を
知
る
た
め
の
恰
好
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

琉
球
侵
攻
に
つ
い
て
は
、
史
学
の
立
場
か
ら
す
で
に
多
く
の
研
究
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、〈
薩
琉
軍
記
〉
は
架
空
の
合
戦
を
描
い
た
物
語
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
ず
、
文
学
の
立
場
か
ら
も
、
仲
原
善
忠
が
『
琉
球
属
和
録
』
な
ど
を

「
で
た
ら
め
な
稗
史
小
説
で
あ
る
」
と
紹
介
し（

１
）た程
度
で
、
研
究
の
俎
上
に

載
せ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。近
世
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
も
、

主
に
写
本
で
流
布
し
た
〈
薩
琉
軍
記
〉
に
は
焦
点
が
当
て
ら
れ
ず
、
横
山
邦

治
に
よ
っ
て
、『
絵
本
琉
球
軍
記
』
出
版
に
関
わ
る
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

の
出
版
統
制
を
め
ぐ
る
論
考
が
あ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い（

２
）る。
近
年
、
実
録
の

研
究
と
し
て
江
戸
期
の
写
本
を
取
り
扱
う
研
究
が
活
発
化
し
て
き
て
い
る

が
、
主
と
し
て
〈
薩
琉
軍
記
〉
を
取
り
上
げ
る
研
究
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。〈

薩
琉
軍
記
〉
に
注
目
が
集
ま
っ
た
の
は
、
小
峯
和
明
に
よ
る
琉
球
を
め

ぐ
る
文
学
言
説
群
の
再
発
掘
に
よ
る
も
の
で
あ（

３
）る。
こ
れ
に
よ
り
、
あ
ら
た

め
て
〈
薩
琉
軍
記
〉
が
着
目
さ
れ
、
よ
う
や
く
研
究
の
幕
が
開
け
た
と
い
っ

て
よ
い
。
小
峯
は
、〈
薩
琉
軍
記
〉
を
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
に
関
連
づ
け
、
蒙

古
襲
来
と
と
も
に
、
侵
略
言
説
と
侵
略
文
化
総
体
の
「
侵
略
文
学
」
と
し
て

位
置
づ
け
、〈
薩
琉
軍
記
〉
の
意
義
や
問
題
点
を
ま
と
め
て
い（

４
）る。
ま
た
、

出
口
久
徳
に
よ
り
〈
薩
琉
軍
記
〉
の
書
名
分
類
、
一
覧
の
作
成
が
行
わ
れ
て

お（
５
）り、
こ
れ
ま
で
の
拙
稿
の
下
地
は
小
峯
、
出
口
の
研
究
を
受
け
継
ぐ
も
の

で
あ
る
。

こ
れ
以
後
、
立
教
大
学
小
峯
研
究
室
蔵
と
し
て
伝
本
蒐
集
が
行
わ
れ
、
こ

の
度
立
教
大
学
図
書
館
へ
一
括
登
録
す
る
こ
と
に
な
っ（

６
）た。〈
薩
琉
軍
記
〉

の
伝
本
は
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
量
の
伝
本
を
保
管
し
て

い
る
機
関
は
な
く
、
ま
た
、
所
謂
、
筋
の
い
い
伝
本
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

― 238 ―



よ
っ
て
、
今
後
立
教
大
学
図
書
館
が
〈
薩
琉
軍
記
〉
研
究
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
く
必
要
性
が
あ
り
、
こ
こ
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

紹
介
と
立
教
大
学
図
書
館
所
蔵
本
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

二

立
教
大
学
図
書
館
〈
薩
琉
軍
記
〉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
概
観

現
在
、
立
教
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
〈
薩
琉
軍
記
〉
は
以
下
の

十
八
点
で
あ（

７
）る。
丸
数
字
の
上
に
★
印
を
つ
け
た
も
の
は
、
諸
伝
本
と
比
較

し
て
立
教
本
特
異
の
叙
述
を
持
つ
注
目
す
べ
き
伝
本
で
あ
る
。
各
伝
本
の
書

誌
と
共
に
紹
介
し
た
い
。

【
立
教
大
学
〈
薩
琉
軍
記
〉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
覧
】

①

薩
琉
軍
談
〈
甲
系
〉

﹇
登
録
番
号
﹈N

D
C:219.7//SA

88

、52281000

﹇
刊
写
・
年
時
﹈
写
本
・
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）

﹇
外
題
﹈
薩
琉
軍
談
（
簽
・
書
・
原
）

﹇
内
題
﹈
薩
琉
軍
談

﹇
表
紙
﹈
原
表
紙
、
無
紋
、
茶

﹇
見
返
し
﹈
原
見
返
し
、
本
文
共
紙
﹇
料
紙
﹈
楮
紙
﹇
装
訂
﹈
袋
綴

﹇
数
量
﹈
二
巻
一
冊

﹇
寸
法
﹈
二
十
四
・
一
×
十
七
・
〇
糎

﹇
丁
数
﹈
８５
丁

﹇
用
字
﹈
漢
字
・
平
仮
名

﹇
絵
画
﹈
白
描
（
馬
印
、
旗
印
）

﹇
蔵
書
印
﹈
朱
角
印
（
見
返
し
）

﹇
奥
書
﹈
文
化
十
三
丙
子
歳
六
月
写
之
、
清
兼

﹇
備
考
﹈
補
修
ア
リ

﹇
翻
刻
﹈
拙
稿
「
翻
刻
『
薩
琉
軍
談
』」（
池
宮
正
治
・
小
峯
和
明
編

『
古
琉
球
を
め
ぐ
る
文
学
言
説
と
資
料
学
―
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
ま
な

ざ
し
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）

②

薩
琉
軍
談
〈
甲
系
〉

﹇
登
録
番
号
﹈N
D
C:219.7//R98

、52281601

﹇
刊
写
・
年
時
﹈
写
本
・
未
詳

﹇
外
題
﹈
琉
球
征
伐
軍
記（
簽
・
書
・
原
）

﹇
内
題
﹈
琉
球
征
伐
軍
記

﹇
表
紙
﹈
原
表
紙
、
無
紋
、
薄
青

﹇
見
返
し
﹈
原
見
返
し
、
本
文
共
紙

﹇
料
紙
﹈
楮
紙

﹇
装
訂
﹈
袋
綴

﹇
数
量
﹈
二
巻
一
冊
、
前
半
部
の
み
現
存

﹇
寸
法
﹈
二
十
四
・
〇
×
十
七
・
〇
糎

﹇
丁
数
﹈
４２
丁

﹇
用
字
﹈
漢
字
・
平
仮
名

﹇
絵
画
﹈
ナ
シ

﹇
蔵
書
印
﹈
ナ
シ

﹇
奥
書
﹈
ナ
シ

﹇
備
考
﹈
ナ
シ

★
③

薩
琉
軍
談
〈
乙
系
〉

﹇
登
録
番
号
﹈N

D
C:219.7//SA

88

、52182488

﹇
刊
写
・
年
時
﹈
写
本
・
未
詳

﹇
外
題
﹈
薩
琉
記
（
直
・
書
・
後
）

﹇
内
題
﹈
薩
琉
軍
記

﹇
表
紙
﹈
原
表
紙
、
無
紋
、
栗
皮

﹇
見
返
し
﹈
後
見
返
し

﹇
料
紙
﹈
楮
紙

﹇
装
訂
﹈
袋
綴

﹇
数
量
﹈
四
巻
一
冊

﹇
寸
法
﹈
二
十
六
・
五
×
十
七
・
〇
糎

﹇
丁
数
﹈
７１
丁
（
遊
紙
ア
リ
）

﹇
用
字
﹈
漢
字
・
平
仮
名

﹇
絵
画
﹈
白
描
（
馬
印
、
旗
印
）

﹇
蔵
書
印
﹈
ナ
シ

﹇
奥
書
﹈
信
■
本
領
践
入
住
／
山
本
淳
義
蔵
書
（
最
終
丁
、■＝

「
州
」

「
松
」
の
併
せ
字
か
）、
信
州
松
本
安
曇
郡
穂
高
組
踏
入
本
郷
／
山

本
家
蔵
書
（
遊
紙
）

﹇
備
考
﹈
山
本
淳
義
□
（
表
紙
書
入
）

④

薩
琉
軍
談
〈
乙
系
〉

﹇
登
録
番
号
﹈N

D
C:219.7//SA

88

、52281604~52281605
﹇
刊
写
・
年
時
﹈
写
本
・
未
詳

﹇
外
題
﹈
薩
琉
軍
談（
木
簽
・
書
・
原
）

﹇
内
題
﹈
ナ
シ

﹇
表
紙
﹈
原
表
紙
、
刷
毛
目
、
茶

﹇
見
返
し
﹈
破
損

﹇
料
紙
﹈
楮
紙

﹇
装
訂
﹈
袋
綴

﹇
数
量
﹈
二
巻
二
冊

﹇
寸
法
﹈
二
十
四
・
四
×
十
八
・
三
糎
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﹇
丁
数
﹈
上
巻
・
３３
丁
、
下
巻
・
２４
丁

﹇
用
字
﹈
漢
字
・
平
仮
名

﹇
絵
画
﹈
ナ
シ

﹇
蔵
書
印
﹈
朱
角
印
二
種
、
墨
丸
印
（
一
オ
右
）

﹇
奥
書
﹈
ナ
シ

﹇
備
考
﹈
永
瀬
氏
蔵
本
（
表
紙
書
入
）

⑤

薩
琉
軍
談
〈
丙
系
〉

﹇
登
録
番
号
﹈N

D
C:219.7//SA

88

、52281604~52281605

﹇
刊
写
・
年
時
﹈
写
本
・
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

﹇
外
題
﹈
薩
琉
軍
談
（
簽
・
書
・
原
）

﹇
内
題
﹈
薩
琉
軍
談

﹇
表
紙
﹈
原
表
紙
、
無
紋
、
茶

﹇
見
返
し
﹈
原
見
返
し

﹇
料
紙
﹈
楮
紙

﹇
装
訂
﹈
袋
綴

﹇
数
量
﹈
六
巻
二
冊

﹇
寸
法
﹈
二
十
四
・
二
×
十
七
・
二
糎

﹇
丁
数
﹈
上
巻
・
３５
丁
、
下
巻
・
４１
丁
（
遊
紙
ア
リ
）

﹇
用
字
﹈
漢
字
・
平
仮
名

﹇
絵
画
﹈
白
描
（
馬
印
、
旗
印
）

﹇
蔵
書
印
﹈
ナ
シ

﹇
奥
書
﹈
上
巻
・
文
政
十
二
年
／
丑
七
月
朔
日
山

本
長
悦
／
拾
四
歳
／
福
島
よ
り
／
う
つ
す
、
下
巻
・
文
政
十
二
年
丑

年
／
七
月
朔
日
／
山
本
氏

﹇
備
考
﹈
ナ
シ

⑥

薩
琉
軍
談
〈
丙
系
〉

﹇
登
録
番
号
﹈N

D
C:219.7//SA

88

、52281606~52281608

﹇
刊
写
・
年
時
﹈
写
本
・
未
詳

﹇
外
題
﹈
薩
琉
軍
談
（
簽
・
書
・
原
）

﹇
内
題
﹈
薩
琉
軍
談

﹇
表
紙
﹈
原
表
紙
、
刷
毛
目
、
薄
茶

﹇
見
返
し
﹈
原
見
返
し

﹇
料
紙
﹈
楮
紙

﹇
装
訂
﹈
袋
綴

﹇
数
量
﹈
六
巻
三
冊

﹇
寸
法
﹈
二
十
四
・
六
×
十
六
・
八
糎

﹇
丁
数
﹈
上
巻
・
４２
丁
、
中
巻
・
３１
丁
、
下
巻
・
４８
丁
（
遊
紙
ア
リ
）

﹇
用
字
﹈
漢
字
・
平
仮
名

﹇
絵
画
﹈
白
描
（
馬
印
、
旗
印
）

﹇
蔵
書
印
﹈
ナ
シ

﹇
奥
書
﹈
ナ
シ

﹇
備
考
﹈
ナ
シ

⑦

薩
琉
軍
鑑

﹇
登
録
番
号
﹈N
D
C:219.7//SA

88

、52281609~52281610

﹇
刊
写
・
年
時
﹈
写
本
・
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）

﹇
外
題
﹈
薩
琉
軍
鑑
（
簽
・
書
・
原
）

﹇
内
題
﹈
薩
琉
軍
鑑

﹇
表
紙
﹈
原
表
紙
、
無
紋
、
濃
茶

﹇
見
返
し
﹈
原
見
返
し

﹇
料
紙
﹈
楮
紙

﹇
装
訂
﹈
袋
綴

﹇
数
量
﹈
二
巻
二
冊

﹇
寸
法
﹈
二
十
七
・
九
×
十
九
・
二
糎

﹇
丁
数
﹈
上
巻
・
３２
丁
、
下

巻
・
３１
丁

﹇
用
字
﹈
漢
字
・
平
仮
名

﹇
絵
画
﹈
ナ
シ

﹇
蔵
書
印
﹈
墨
丸
印
（
上
巻
末
尾
）、
墨
印
（
花
押
型
、
下
巻
末
尾
）

﹇
奥
書
﹈
天
保
拾
五
年
辰
正
月
吉
日
／
倉
下
屋
吉
承
郎
持
主
／
行
年
拾

七
才
写
之

﹇
備
考
﹈
ナ
シ

★
⑧

薩
琉
軍
鑑

﹇
登
録
番
号
﹈N

D
C:219.7//SA

88

、52281611

﹇
刊
写
・
年
時
﹈
写
本
・
未
詳

﹇
外
題
﹈
薩
琉
軍
監
（
簽
・
書
・
原
）

﹇
内
題
﹈
ナ
シ
﹇
序
題
﹈
薩
琉
軍
監
之
序
﹇
目
録
題
﹈
薩
琉
軍
鑑
記

﹇
尾
題
﹈
薩
琉
軍
鑑

﹇
表
紙
﹈
原
表
紙
、
無
紋
、
濃
茶

﹇
見
返
し
﹈
原
見
返
し

﹇
料
紙
﹈
楮
紙

﹇
装
訂
﹈
袋
綴

﹇
数
量
﹈
一
巻
一
冊
（
甲
巻
の
み
現
存
）

﹇
寸
法
﹈
二
十
五
・
四
×

十
七
・
五
糎

﹇
丁
数
﹈
３７
丁

﹇
用
字
﹈
漢
字
・
平
仮
名

﹇
絵
画
﹈
白
描（
薩
摩
琉
球
図
）
﹇
蔵
書
印
﹈
ナ
シ

﹇
奥
書
﹈
ナ
シ

﹇
備
考
﹈
石
塚
出
円
行
院
（
見
返
し
書
入
）

⑨

薩
琉
軍
鑑

﹇
登
録
番
号
﹈N

D
C:219.7//SA

88

、52281612
﹇
刊
写
・
年
時
﹈
写
本
・
未
詳

﹇
外
題
﹈
薩
琉
軍
鑑
（
簽
・
書
・
原
）

﹇
内
題
﹈
薩
琉
軍
鑑

﹇
表
紙
﹈
後
表
紙
、
無
紋
、
薄
茶

﹇
見
返
し
﹈
後
見
返
し

﹇
料
紙
﹈
楮
紙

﹇
装
訂
﹈
袋
綴
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﹇
数
量
﹈
四
巻
一
冊
、
前
半
部
の
み
現
存

﹇
寸
法
﹈
二
十
二
・
二
×
十
六
・
三
糎

﹇
丁
数
﹈
６５
丁

﹇
用
字
﹈
漢
字
・
片
仮
名

﹇
絵
画
﹈
白
描
（
馬
印
、
旗
印
）

﹇
蔵
書
印
﹈
ナ
シ

﹇
奥
書
﹈
丁
酉
二
月
二
十
六
日

﹇
備
考
﹈
ナ
シ

★
⑩

薩
琉
軍
鑑

﹇
登
録
番
号
﹈N

D
C:219.7//SA

88

、52281613~52281616

﹇
刊
写
・
年
時
﹈
写
本
・
未
詳

﹇
外
題
﹈
薩
琉
軍
鑑
記（
簽
・
書
・
原
）

﹇
内
題
﹈
薩
琉
軍
鑑
記

﹇
表
紙
﹈
原
表
紙
、
稲
穂
紋
、
銀

﹇
見
返
し
﹈
原
見
返
し
、本
文
共
紙
﹇
料
紙
﹈
楮
紙
﹇
装
訂
﹈
袋
綴

﹇
数
量
﹈
八
巻
四
冊

﹇
寸
法
﹈
二
十
五
・
五
×
十
五
・
四
糎

﹇
丁
数
﹈
一
冊
・
２７
丁
、
二
冊
・
２８
丁
、
三
冊
・
２５
丁
、
四
冊
・
１６
丁

﹇
用
字
﹈
漢
字
・
平
仮
名

﹇
絵
画
﹈
ナ
シ

﹇
蔵
書
印
﹈
ナ
シ

﹇
奥
書
﹈
ナ
シ

﹇
備
考
﹈
清
水
喜
左
衛
門
（
見
返
し
書
入
）

⑪

琉
球
静
謐
記

﹇
登
録
番
号
﹈N

D
C:219.7//R98

、52281617~52281618

﹇
刊
写
・
年
時
﹈
写
本
・
未
詳

﹇
外
題
﹈
島
津
琉
球
軍
記（
直
・
書
・
後
）

﹇
内
題
﹈
琉
球
征
伐
記

﹇
表
紙
﹈
原
表
紙
、
布
目
紋
、
薄
茶

﹇
見
返
し
﹈
原
見
返
し
、本
文
共
紙
﹇
料
紙
﹈
楮
紙
﹇
装
訂
﹈
袋
綴

﹇
数
量
﹈
五
巻
二
冊

﹇
寸
法
﹈
二
十
二
・
六
×
十
六
・
六
糎

﹇
丁
数
﹈
上
巻
・
４８
丁
、
下
巻
・
６５
丁

﹇
用
字
﹈
漢
字
・
平
仮
名

﹇
絵
画
﹈
白
描（
馬
印
、
旗
印
）
﹇
蔵
書
印
﹈
ナ
シ

﹇
奥
書
﹈
ナ
シ

﹇
備
考
﹈
ナ
シ

⑫

琉
球
静
謐
記

﹇
登
録
番
号
﹈N

D
C:219.7//R98

、52281619~52281620

﹇
刊
写
・
年
時
﹈
写
本
・
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）

﹇
外
題
﹈
破
損

﹇
内
題
﹈
琉
球
征
伐
記

﹇
表
紙
﹈
原
表
紙
、
無
紋
、
藍

﹇
見
返
し
﹈
原
見
返
し
、本
文
共
紙
﹇
料
紙
﹈
楮
紙
﹇
装
訂
﹈
袋
綴

﹇
数
量
﹈
三
巻
三
冊

﹇
寸
法
﹈
二
十
四
・
九
×
十
七
・
二
糎

﹇
丁
数
﹈
上
巻
・
３４
丁
、
中
巻
・
３４
丁
、
下
巻
・
３９
丁

﹇
用
字
﹈
漢
字
・
平
仮
名

﹇
絵
画
﹈
ナ
シ

﹇
蔵
書
印
﹈
墨
丸
印（
秩

父
／
日
野
沢
／
高
橋
）、
墨
角
印
、
緑
角
印
（
一
オ
右
上
）

﹇
奥
書
﹈
�
天
保
十
丁
亥
初
秋
吉
日
高
橋
直
古
写
之
﹇
備
考
﹈
ナ
シ

⑬

島
津
琉
球
合
戦
記

﹇
登
録
番
号
﹈N

D
C:219.7//SH

46

、52182485

﹇
刊
写
・
年
時
﹈
写
本
・
未
詳

﹇
外
題
﹈
ナ
シ

﹇
内
題
﹈
島
津
琉
球
合
戦
記

﹇
尾
題
﹈
琉
球
合
戦
記

﹇
表
紙
﹈
原
表
紙
、無
紋
、薄
茶

﹇
見
返
し
﹈
原
見
返
し
、
本
文
共
紙

﹇
料
紙
﹈
楮
紙

﹇
装
訂
﹈
袋
綴

﹇
数
量
﹈
一
巻
一
冊

﹇
寸
法
﹈
二
十
二
・
七
×
十
五
・
七
糎

﹇
丁
数
﹈
５５
丁
（
遊
紙
ア
リ
）

﹇
用
字
﹈
漢
字
・
平
仮
名

﹇
絵
画
﹈
ナ
シ

﹇
蔵
書
印
﹈
ナ
シ

﹇
奥
書
﹈
ナ
シ

﹇
備
考
﹈
ナ
シ

★
⑭

琉
球
軍
記

﹇
登
録
番
号
﹈N

D
C:219.7//R98

、52281622

﹇
刊
写
・
年
時
﹈
写
本
・
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）

﹇
外
題
﹈
琉
球
軍
記
（
簽
・
書
・
原
）

﹇
内
題
﹈
琉
球
軍
記

﹇
表
紙
﹈
原
表
紙
、
無
紋
、
縹

﹇
見
返
し
﹈
原
見
返
し
、
本
文
共
紙

﹇
料
紙
﹈
楮
紙

﹇
装
訂
﹈
袋
綴

﹇
数
量
﹈
三
巻
一
冊

﹇
寸
法
﹈
二
十
三
・
八
×
十
七
・
二
糎

﹇
丁
数
﹈
６０
丁

﹇
用
字
﹈
漢
字
・
片
仮
名

﹇
絵
画
﹈
ナ
シ

﹇
蔵
書
印
﹈
朱
方
印（
近

藤
）、
不
明
朱
方
印
・
朱
丸
印
各
一
種

﹇
奥
書
﹈
寛
政
七
乙
卯
年
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正
月
上
旬
写
之
、
近
藤
姓

﹇
備
考
﹈
補
修
ア
リ

﹇
翻
刻
﹈
拙
稿
「
立
教
大
学
小
峯
研
究
室
蔵『
琉
球
軍
記
』
解
題
と
翻

刻
」（「
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
」
７
、二
〇
〇
七
年
八
月
）

⑮

島
津
琉
球
軍
精
記

﹇
登
録
番
号
﹈N

D
C:219.7//SH

46

、52151621~52151637

﹇
刊
写
・
年
時
﹈
写
本
・
未
詳

﹇
外
題
﹈
島
津
琉
球
軍
精
記
（
簽
・
書
・
原
）

﹇
内
題
﹈
島
津
琉
球
軍
精
記

﹇
表
紙
﹈
原
表
紙
、
無
紋
、
紅
（
一
〜

五
巻
）、
栗
皮
（
六
〜
十
五
巻
）、
薄
緑
（
十
六
〜
二
十
三
巻
）

﹇
見
返
し
﹈
原
見
返
し
、
本
文
共
紙
、
落
書
あ
り

﹇
料
紙
﹈
楮
紙

﹇
装
訂
﹈
袋
綴

﹇
数
量
﹈
二
十
一
巻
十
七
冊
、
巻
一
〜
十
二
・
十
四

〜
二
十
二
の
み
現
存

﹇
寸
法
﹈
二
十
三
・
〇
×
十
五
・
六
糎

﹇
丁
数
﹈
１
冊
１９
丁
、
２
冊
２４
丁
、
３
冊
２３
丁
、
４
冊
２４
丁
、
５
冊
１８

丁
、
６
冊
２７
丁
、
７
冊
２７
丁
、
８
冊
１８
丁
、
９
冊
４０
丁
、
１０
冊
１６
丁
、

１１
冊
２１
丁
、
１２
冊
１９
丁
、
１３
冊
１９
丁
、
１４
冊
４７
丁
、
１５
冊
５１
丁
、
１６

冊
４８
丁
、
１７
冊
４８
丁

﹇
用
字
﹈
漢
字
・
平
仮
名

﹇
絵
画
﹈
ナ
シ

﹇
蔵
書
印
﹈
朱
角
印
（
柏
木
文
庫
）、墨
角
印
（
本
政
）、墨
扇
型
印
（
本

安
）、
墨
丸
印
（
善
）、
墨
角
印
（
本
萬
）、
墨
丸
印
（
斎
）、
墨
角
印

（
本
所
／
緑
町
／
三
丁
目
／
本
政
）

﹇
奥
書
﹈
ナ
シ

﹇
備
考
﹈
巻
九
と
巻
十
は
合
綴

⑯

島
津
琉
球
軍
精
記

﹇
登
録
番
号
﹈N

D
C:219.7//SH

46

、52218346~52218348

﹇
刊
写
・
年
時
﹈
写
本
・
未
詳

﹇
外
題
﹈
島
津
琉
球
軍
精
記
（
簽
・
書
・
原
）

﹇
内
題
﹈
島
津
琉
球
軍
精
記

﹇
表
紙
﹈
原
表
紙
、
ハ
ケ
目
、
茶

﹇
見
返
し
﹈
原
見
返
し
、本
文
共
紙
﹇
料
紙
﹈
楮
紙
﹇
装
訂
﹈
袋
綴

﹇
数
量
﹈
二
十
七
巻
三
冊

﹇
寸
法
﹈
二
十
七
・
〇
×
十
六
・
六
糎

﹇
丁
数
﹈
１
冊
１１４
丁
、２
冊
９８
丁
、３
冊
７２
丁
﹇
用
字
﹈
漢
字
・
平
仮
名

﹇
絵
画
﹈
ナ
シ
﹇
蔵
書
印
﹈
ナ
シ
﹇
奥
書
﹈
ナ
シ
﹇
備
考
﹈
ナ
シ

★
⑰

絵
本
琉
球
軍
記
前
篇

﹇
登
録
番
号
﹈N

D
C:913.56//M

I84

、52281624~52281633

﹇
刊
写
・
年
時
﹈
刊
本
・
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）

﹇
外
題
﹈
絵
本
琉
球
軍
記
（
簽
・
刷
・
原
）

﹇
内
題
﹈〈
為
朝
／
外
伝
〉
鎮
西
琉
球
記
初
編

﹇
柱
﹈
絵
本
琉
球

﹇
表
紙
﹈
原
表
紙
、
島
津
十
字
紋
、
青

﹇
見
返
し
﹈
原
見
返
し
、黄
、絵
あ
り
﹇
料
紙
﹈
楮
紙
﹇
装
訂
﹈
袋
綴

﹇
数
量
﹈
十
巻
十
冊

﹇
寸
法
﹈
二
十
一
・
五
×
十
五
・
〇
糎

﹇
匡
郭
﹈
十
七
・
一
×
十
二
・
八
糎

﹇
丁
数
﹈
１
冊
２７
丁
、
２
冊
１９
丁
、
３
冊
１７
丁
、
４
冊
２６
丁
、
５
冊
１９

丁
、
６
冊
２０
丁
、
７
冊
２２
丁
、
８
冊
１９
丁
、
９
冊
１８
丁
、
１０
冊
１８
丁

﹇
用
字
﹈
漢
字
・
平
仮
名

﹇
絵
画
﹈
墨
印

﹇
蔵
書
印
﹈
ナ
シ

﹇
刊
記
﹈
天
保
六
乙
未
年
孟
春
／
書
林

京
二
条
通
リ
柳
馬
場
西
へ
入

／
吉
田
治
兵
衛
／
大
阪
心
斎
橋
通
北
久
宝
寺
町
／
天
満
屋
安
兵
衛

﹇
備
考
﹈
米
沢
宮
内
／
橋
本
屋
文
四
良

⑱

琉
球
属
和
録

﹇
登
録
番
号
﹈N

D
C:219.9//R98

、52281623
﹇
刊
写
・
年
時
﹈
写
本
・
未
詳

﹇
外
題
﹈
琉
球
属
和
録（
簽
・
書
・
原
）

﹇
内
題
﹈
琉
球
属
和
録

﹇
表
紙
﹈
原
表
紙
、
素
紙

﹇
見
返
し
﹈
原
見
返
し
、
本
文
共
紙

﹇
料
紙
﹈
楮
紙

﹇
装
訂
﹈
袋
綴

﹇
数
量
﹈
一
巻
一
冊
、
巻
二
の
み
現
存
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﹇
寸
法
﹈
二
十
四
・
四
×
十
六
・
二
糎

﹇
丁
数
﹈
２７
丁

﹇
用
字
﹈
漢
字
・
平
仮
名

﹇
絵
画
﹈
な
し

﹇
蔵
書
印
﹈
ナ
シ

﹇
奥
書
﹈
ナ
シ

﹇
備
考
﹈
ナ
シ

三

立
教
本
の
特
異
性
の
考
察

先
の
伝
本
一
覧
で
も
示
し
た
が
、
以
下
の
伝
本
は
他
諸
伝
本
と
比
べ
立
教

本
独
自
の
叙
述
を
も
つ
も
の
で
あ
り
注
目
さ
れ
る
。
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、

簡
単
に
述
べ
て
い
き
た
い
。

ａ
�
③

薩
琉
軍
談
〈
乙
系
〉
に
つ
い
て

島
津
氏
に
は
源
頼
朝
を
始
祖
と
す
る
始
祖
伝
説
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の

始
祖
伝
説
を
仮
に
「
島
津
家
由
来
譚
」
と
呼
び
た
い
。
こ
の
伝
承
は
島
津
氏

の
正
史
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、島
津
氏
の
基
本
史
料
で
あ
る
『
島
津
国
史
』

で
も
起
点
に
も
な
っ
て
い
く
。こ
の
由
来
譚
が
〈
薩
琉
軍
記
〉
で
も
語
ら
れ
、

物
語
の
結
末
に
結
び
つ
く
重
要
な
伏
線
と
な
る
の
で
あ
る
。
当
本
で
は
こ
の

「
島
津
家
由
来
譚
」
に
独
自
の
叙
述
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

物
語
の
始
ま
り
は
共
通
し
て
お
り
、
頼
朝
と
丹
後
局
と
が
懇
ろ
の
中
に
な

り
、
丹
後
局
が
懐
妊
す
る
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
丹
後
局
は
嫉
妬
し
た
御
台

政
子
に
狙
わ
れ
住
吉
に
く
だ
っ
て
い
く
の
だ
が
、
難
波
を
過
ぎ
る
と
辺
り
が

暗
く
な
り
、
雷
雨
が
激
し
く
な
る
。
方
角
も
分
か
ら
な
く
な
り
、
迷
っ
て
い

る
と
、
南
の
方
に
夥
し
い
火
を
目
撃
す
る
。
南
に
人
家
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と

尋
ね
る
と
、
そ
こ
に
一
つ
の
御
堂
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
六
、
七
人
の
僧
が

読
経
を
あ
げ
て
い
る
。
局
は
こ
こ
で
産
気
づ
き
、
老
僧
の
膝
の
上
で
出
産
す

る
。
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
に
僧
や
堂
が
消
え
、
闇
が
去
り
、
晴
天
に
な
る
。

局
は
石
仏
の
地
蔵
の
台
座
の
上
で
出
産
し
て
い
た
。
局
は
日
々
地
蔵
尊
を
信

仰
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
霊
験
に
あ
ず
か
っ
た
の
だ
と
さ
れ
る
。
ま

さ
し
く
地
蔵
霊
験
譚
で
あ
る
。「
島
津
家
由
来
譚
」
で
は
、
地
蔵
の
存
在
は

み
ら
れ
ず
、
稲
荷
の
霊
験
譚
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
地

蔵
が
稲
荷
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
伝
承
に
な
っ
て
い
る
。
他
本
で
、
狐
火
と
さ

れ
て
い
た
も
の
は
、
こ
こ
で
は
灯
火
を
多
数
焚
い
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
と

解
釈
さ
れ
る
。

立
教
本
の
注
に
は
、「
島
津
家
系
之
条
之
事
、
後
太
平
記
八
巻
、
西
国
太

平
記
三
巻
、
地
蔵
経
直
談
抄
四
并
十
二
巻
等
に
委
ク
出
有
之
」
と
あ
る
。『
後

太
平
記
』（
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
刊
）
や
『
延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
鈔
』

（
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
刊
）
に
は
島
津
忠
国
の
地
蔵
信
仰
説
話
が
語
ら

れ
て
い
る
が
、
立
教
本
で
は
、
元
禄
期
に
享
受
さ
れ
た
島
津
の
地
蔵
霊
験
譚

を
〈
薩
琉
軍
記
〉
と
結
び
つ
け
、新
た
な
展
開
を
み
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

地
蔵
霊
験
譚
の
流
入
は
、〈
島
津
家
由
来
譚
〉
の
展
開
の
一
様
相
を
う
か
が

う
上
で
重
要
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
実
に
興
味
深
い
伝
本
と
い
え
よ
う
。

ｂ
�
⑧

薩
琉
軍
鑑
に
つ
い
て

こ
の
伝
本
に
は
、
開
聞
岳
を
薩
摩
の
中
心
に
据
え
た
琉
球
ま
で
の
渡
海
絵

図
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
琉
球
に
は
、
本
来
〈
薩
琉
軍
記
〉

に
登
場
し
な
い
「
程
順
則
」
の
名
前
も
み
え
る
。
こ
の
絵
図
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
り
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
に
考

察
を
譲
り
た（

８
）い。

ｃ
�
⑩

薩
琉
軍
鑑
に
つ
い
て

内
題
を
「
薩
琉
軍
鑑
記
」
と
す
る
伝
本
は
、
管
見
の
限
り
当
本
の
み
で
あ

― 243 ―



る
。
物
語
の
構
成
は
Ａ
３
『
薩
琉
軍
鑑
』
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
が
、
ａ
で

着
目
し
た
「
島
津
氏
由
緒
之
事
」
が
語
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
佐
野
帯
刀

に
対
す
る
「
私
評
」
で
は
、『
論
語
』
を
利
用
し
て
独
自
の
見
解
を
述
べ
て

い
る
。
さ
ら
に
、「
日
頭
山
合
戦
」
の
後
の
「
私
評
」
が
な
い
こ
と
も
、『
薩

琉
軍
鑑
』
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

ｄ
�
⑭

琉
球
軍
記
に
つ
い
て

ま
ず
、〈
薩
琉
軍
記
〉
Ｂ
系
諸
本
に
つ
い
て
押
さ
え
て
お
き
た
い
（
諸
本

表
参
照
）。
Ａ
系
諸
本
は
「
島
津
家
由
来
譚
」
を
、
頼
朝
の
後
胤
で
島
津
家

の
中
興
の
祖
「
義
俊
」
の
出
生
譚
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
Ｂ
系
諸
本
で
は

頼
朝
か
ら
つ
な
が
る
島
津
の
祖
「
忠
久
」
か
ら
二
十
代
「
綱
貴
」
に
至
る
ま

で
の
系
譜
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
系
諸
本
は
侵
攻
時
の
太
守
を
「
義
弘
」

と
す
る
が
、
Ｂ
系
諸
本
で
は
「
家
久
」
と
す
る
。
歴
史
的
事
実
と
し
て
正
し

い
の
は
「
家
久
」
で
あ
り
、
Ｂ
系
諸
本
に
は
島
津
家
の
歴
史
を
描
く
姿
勢
が

う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
Ｂ
系
諸
本
は
薩
摩
藩
に
極

め
て
近
い
立
場
（
薩
摩
の
歴
史
を
考
察
す
る
よ
う
な
立
場
）
の
人
物
に
よ
り

転
写
さ
れ
、
改
変
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
当
本
を
み
て
み
よ
う
。『
琉
球
軍
記
』
の
結
末
は
Ｂ

系
の
特
徴
で
あ
る
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
の
尚
貞
襲
封
、
金
武
王
子
朝

興
の
謝
恩
使
来
朝
で
物
語
が
終
わ
る
。
島
津
家
久
は
琉
球
侵
攻
の
結
末
を
報

告
す
べ
く
琉
球
王
を
伴
っ
て
駿
府
を
訪
れ
る
。
家
久
は
そ
の
功
に
よ
り
中
納

言
に
昇
進
す
る
。そ
の
後
に
現（

９
）在ま
で
の
島
津
当
主
が
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
叙
述
は
伝
本
す
べ
て
に
共
通
す
る
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
現
在
の
当
主

た
だ
ひ
ろ

し
げ
ひ
で

を
忠
洪
（
島
津
重
豪
、
一
七
四
五
〜
一
八
三
三
）
と
し
て
い
る
の（

１０
）だ。
そ
こ

で
注
目
さ
れ
る
の
は
伝
本
中
で
最
も
古
い
奥
書
で
あ
る
立
教
本
の
「
寛
政
七

年
（
一
七
九
五
）」
と
い
う
書
写
年
時
で
あ
る
。島
津
忠
洪
は
宝
暦
五
年
（
一

七
五
五
）
に
藩
主
と
な
る
人
物
で
あ
り
、
藩
主
と
な
っ
た
と
き
に
重
豪
と
改

名
し
て
い
る
。
重
豪
は
藩
政
改
革
を
行
っ
た
人
物
と
し
て
も
著
名
で
あ
り
、

島
津
氏
の
正
史
で
あ
る
『
島
津
国
史
』
の
編
纂
も
命
じ
て
い（

１１
）る。
ま
た
、
重

豪
は
海
外
へ
眼
差
し
を
向
け
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
、
日
本
初
の
中
国
語

辞
書
『
南
山
俗
語
考
』
も
刊
行
さ
せ
て
い
る
。

立
教
本
の
書
写
年
時
は
、
重
豪
、
四
十
七
才
で
あ
り
、
藩
政
を
斉
宣
に
譲

り
、
自
身
は
『
島
津
世
家
』
な
ど
の
改
変
を
行
っ
て
い
く
時
期
に
重
な
り
合

う
。
言
わ
ば
島
津
家
が
自
己
の
歴
史
を
確
定
し
て
い
く
時
期
に
、
そ
れ
も
そ

の
初
期
の
伝
本
と
し
て
注
目
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
本
に
は
「
誠
ニ

朝
鮮
・
琉
球
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
交
趾
・
阿
蘭
陀
・
仏
郎
機
万
国
共
ニ
従
ヒ
ナ
ビ

ク
」
と
、
ア
ジ
ア
圏
に
留
ま
ら
ず
西
洋
の
国
々
の
名
が
採
り
あ
げ
ら
れ
る
。

重
豪
が
志
向
す
る
政
策
と
の
一
致
が
指
摘
で
き
る
わ
け
だ
。
先
に
指
摘
し
た

よ
う
に
、
Ｂ
系
は
島
津
家
由
来
譚
を
島
津
家
系
譜
と
し
て
扱
う
系
統
の
諸
本

で
あ
り
、
島
津
家
の
歴
史
を
記
そ
う
と
す
る
意
図
が
垣
間
見
え
る
。
そ
の
よ

う
な
特
徴
の
中
に
あ
る
諸
本
に
お
い
て
、
重
豪
の
存
命
中
、
し
か
も
意
欲
的

に
自
家
の
由
来
を
確
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
な
か
の
伝
本
と
し
て
価
値
が
見

い
だ
せ
る
の
で
あ
る
。

ｅ
�
⑰

絵
本
琉
球
軍
記
前
篇
に
つ
い
て

立
教
本
は
最
も
早
く
出
版
さ
れ
た
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
刊
本
で
あ
る

が
、
翌
年
出
版
さ
れ
る
天
保
七
年
刊
本
に
対
し
て
、
天
保
六
年
刊
本
は
現
存

本
が
多
く
な
い
。
管
見
の
限
り
で
は
、
天
保
六
年
の
完
本
は
沖
縄
県
立
図
書

館
蔵
本
、
函
館
市
立
図
書
館
蔵
本
と
こ
の
立
教
本
だ
け
で
あ
り
（
零
本
は
他

に
も
あ
る
）、
貴
重
な
伝
本
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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五

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
粗
々
と
立
教
本
に
つ
い
て
み
て
き
た
。先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

〈
薩
琉
軍
記
〉
の
伝
本
は
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
多

量
の
伝
本
を
保
管
し
て
い
る
機
関
は
立
教
大
学
図
書
館
以
外
に
な
い
。
し
か

も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
諸
本
を
所
蔵
し
て
い
る
点
で
も
他
機
関
よ
り
抽

ん
で
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ａ
２
『
琉
球
攻
薩
摩
軍
談
』、
Ａ
４
『
琉
球
征
伐

記
』
な
ど
が
揃
う
と
、
ほ
ぼ
諸
本
を
概
観
で
き
る
状
況
に
な
る
。
今
後
の
蒐

集
に
も
期
待
し
た
い
。
こ
の
度
、
立
教
大
学
図
書
館
の
御
尽
力
に
よ
り
、
申

請
す
れ
ば
簡
単
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
い
た
。〈
薩
琉
軍
記
〉

研
究
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
望
む
。

最
後
に
、
人
と
も
、
書
物
と
も
、
出
会
い
は
「
縁
」
で
あ
る
。〈
薩
琉
軍

記
〉
と
の
出
合
い
の
縁
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
小
峯
先
生
に
感
謝
の
辞
を
述

べ
末
尾
と
し
た
い
。

注

（
１
）
仲
原
善
忠
「
琉
球
渡
海
日
々
記
」（「
沖
縄
文
化
」
１４
、
一
九
六
四
年

一
月
）。

（
２
）
横
山
邦
治
「
絵
本
も
の
の
諸
相
」（『
読
本
の
研
究
―
江
戸
と
上
方

―
』
風
間
書
院
、
一
九
七
四
年
）。

（
３
）
小
峯
和
明
「
中
世
・
近
世
に
お
け
る
琉
球
文
学
資
料
に
関
す
る
総
合

的
研
究
」（
科
研
報
告
書
、
二
〇
〇
〇
年
）。〈
薩
琉
軍
記
〉
研
究
の
魁

け
と
し
て
野
中
哲
照
に
よ
る
伝
本
研
究
が
あ
る
。『
戦
国
軍
記
事
典

天
下
統
一
篇
』（
古
典
遺
産
の
会
編
、
和
泉
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
に

収
め
ら
れ
た
。
ま
た
最
近
の
論
文
に
、
小
峯
和
明
「〈
侵
略
文
学
〉
の

文
学
史
・
試
論
」（「
福
岡
大
学
研
究
部
論
集

人
文
科
学
編
」
１２
―
６
、

二
〇
一
三
年
三
月
）
が
あ
る
。

（
４
）
小
峯
和
明
「〈
薩
琉
軍
記
〉
の
範
疇
と
意
義
―
〈
侵
略
文
学
〉
の
提

唱
」（
注
（
４
）
科
研
報
告
書
）、
同
「
琉
球
文
学
と
琉
球
を
め
ぐ
る
文

学
―
東
ア
ジ
ア
の
漢
文
説
話
・
侵
略
文
学
」（「
日
本
文
学
」
５３
―
４
、

二
〇
〇
四
年
四
月
）。

（
５
）
出
口
久
徳
「
薩
琉
軍
記
の
伝
本
研
究
・
諸
本
一
覧
」（
注
（
３
）
科

研
報
告
書
）。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
池
宮
正
治
・
小
峯
和
明
編
『
古
琉

球
を
め
ぐ
る
文
学
言
説
と
資
料
学
―
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
ま
な
ざ
し
―
』

（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

金
時
徳
に
よ
り
「
朝
鮮
軍
記
物
」
と
の
関
連
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
（
金

時
徳
『
異
国
征
伐
戦
記
の
世
界

韓
半
島
・
琉
球
列
島
・
蝦
夷
地
』
笠

間
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）、
井
上
泰
至
と
と
も
に
異
国
戦
争
を
題
材
と

し
た
物
語
群
の
問
題
性
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
井
上
泰
至
・
金

時
徳
『
秀
吉
の
対
外
戦
争：

変
容
す
る
語
り
と
イ
メ
ー
ジ
』
笠
間
書

院
、
二
〇
一
一
年
）。
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
の
公
刊
も
盛
ん
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

（
６
）
小
峯
研
究
室
所
蔵
の
〈
薩
琉
軍
記
〉
伝
本
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金

（
基
盤
研
究
Ｂ
）「
中
世
・
近
世
に
お
け
る
琉
球
文
学
資
料
に
関
す
る

総
合
的
研
究
」（
一
九
九
九
〜
二
〇
〇
一
年
度
、
研
究
代
表
者
・
小
峯

和
明
）、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｂ
）「
１６
〜
１８
世
紀
の
日
本

と
東
ア
ジ
ア
の
漢
文
説
話
類
に
関
す
る
総
合
的
比
較
研
究
」（
二
〇
〇

二
〜
二
〇
〇
四
年
度
、
研
究
代
表
者
・
小
峯
和
明
）
の
研
究
成
果
と
し

て
蒐
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
度
、
小
峯
先
生
の
定
年
に
と
も
な
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い
、
す
べ
て
図
書
館
に
移
管
さ
れ
た
。

（
７
）
書
名
は
２４７
〜
２４８
頁
の
〈
薩
琉
軍
記
〉
諸
本
一
覧
表
に
準
じ
る
。
諸
本

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「〈
薩
琉
軍
記
〉
概
観
」（
池
宮
正
治
・
小

峯
和
明
編
『
古
琉
球
を
め
ぐ
る
文
学
言
説
と
資
料
学
―
東
ア
ジ
ア
か
ら

の
ま
な
ざ
し
―
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
に
譲
る
。
以
下
、
立

教
大
学
図
書
館
所
蔵
本
を
立
教
本
と
す
る
。

（
８
）
拙
稿
「
琉
球
侵
略
の
歴
史
叙
述
―
日
本
の
対
外
意
識
と
〈
薩
琉
軍

記
〉
―
」（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
編
『
日
本
と
〈
異
国
〉

の
合
戦
と
文
学

日
本
人
に
と
っ
て
〈
異
国
〉
と
は
、合
戦
と
は
何
か
』

笠
間
書
院
、
二
〇
一
二
年
）。

（
９
）
『
琉
球
軍
記
』
成
立
時
。『
琉
球
軍
記
』
に
は
、「
高
祖
島
津
忠
久
ハ

右
大
将
頼
朝
卿
ノ
三
男
ト
シ
テ
、
五
百
七
十
余
年
連
綿
ト
栄
ヘ
」
と
あ

る
。
島
津
忠
久
は
、
一
一
七
九
年
の
大
晦
日
の
生
ま
れ
で
あ
る
と
す
る

の
が
通
説
で
あ
る
。
よ
っ
て
一
七
五
〇
年
こ
ろ
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。

島
津
重
豪
は
一
七
五
五
年
に
藩
主
と
な
る
の
で
、
ほ
ぼ
そ
の
時
期
と
重

な
り
合
う
。
参
考
、
朝
河
貫
一
「
島
津
忠
久
の
生
ひ
立
ち
―
抵
当
批
評

の
一
例
」（「
史
苑
」
１２
―
４
、
一
九
三
九
年
七
月
↓
『
島
津
忠
久
の
生

ひ
立
ち
―
低
等
批
評
の
一
例
』
慧
文
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
１０
）
以
下
、
島
津
重
豪
に
つ
い
て
は
、
芳
即
正
『
島
津
重
豪
』（
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
〇
年
）、
田
村
省
三
『
尚
古
集
成
館

島
津
氏
８００
年
の

収
蔵
』（
尚
古
集
成
館
、
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
る
。

（
１１
）
『
島
津
国
史
』
の
完
成
は
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）。
ま
た
、『
大
日

本
史
』
に
島
津
家
の
始
祖
忠
久
の
頼
朝
落
胤
説
を
補
入
す
る
よ
う
に
依

頼
し
実
現
し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
大
日
本
史
』
は
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
否
定
し
て
い
る
。

【
付
記
】
本
稿
の
執
筆
、〈
薩
琉
軍
記
〉
の
図
書
館
登
録
に
あ
た
り
、
鈴
木

彰
氏
、
立
教
大
学
図
書
館
の
小
泉
徹
氏
、
市
村
洋
子
氏
の
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補

助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）「
異
国
合
戦
の
歴
史
叙
述
―
〈
薩
琉
軍

記
〉
に
み
る
琉
球
侵
攻
―
」（
課
題
番
号
２
５
・
９
５
９
２
）
の
成
果

の
一
部
で
あ
る

（
め
ぐ
ろ
ま
さ
し

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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【〈
薩
琉
軍
記
〉
諸
本
一
覧
表
】

Ａ 系

・
島
津
家
由
来
譚
を
始
祖
誕
生
譚
と
し
て
扱
う
。

・
侵
攻
時
の
太
守
を
「
義
弘
」
と
す
る
。

・
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
は
成
立
（
増
補
系
、
１０
『
琉
球
属
和
録
』
の
成
立
年
時
に
よ
る
）。

A1

薩
琉
軍
談
〈
甲
系
〉
↓
〈
乙
系
〉≒

A2

琉
球
攻
薩
摩
軍
談
（
虎
竹
城
合
戦
、
乱
蛇
浦
、
松
原
合
戦
の
描
写
な
し
）

←
〈
丙
系
〉
↓

A3

薩
琉
軍
鑑
（
佐
野
帯
刀
叙
述
の
増
幅
、
私
評
の
付
加
、
佐
野
帯
刀
を
擁
護
）

・
十
八
世
紀
初
頭
の
成
立

↓

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
に
は
成
立
（
国
立
公
文
書
館
本
『
薩
琉
軍
鑑
』
本
奥
書
）。

・
物
語
の
結
末
は
、
島
津
氏
と
琉
球
王
家
と
の
婚
姻
。

←

←

A4

琉
球
征
伐
記

・
喜
水
軒
著

↓

伝
未
詳
。

・
物
語
の
結
末
は
、
家
久
が
駿
府
へ
参
勤
。
徳
川
の
治

世
ひ
い
て
は
島
津
家
を
言
祝
ぐ
。
武
家
的
思
想
。

・
尾
張
（
三
河
）
に
お
け
る
伝
来
。

B1

島
津
琉
球
合
戦
記

←

←

A5

琉
球
静
謐
記

・
稲
荷
霊
験
と
し
て
由
来
譚
を
利
用
。

・
物
語
の
結
末
は
、
武
断
を
咎
め
る
教
訓
的
内
容
。

←
こ
れ
ら
を
管
見
に
入
れ
る
。

増2

琉
球
属
和
録
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Ｂ 系

・
琉
球
知
識
の
増
広
傾
向
。

・
島
津
家
由
来
譚
を
島
津
家
系
譜
と
し
て
扱
う
。

・
稲
荷
霊
験
の
引
用
。
犬
追
物
射
方
、
高
麗
伝
来
の
山
雀
の
記
事
の
採
録
。

・
結
末
は
、
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）、
尚
貞
襲
封
の
金
武
王
子
朝
興
の
謝
恩
使
来
朝
。

・
侵
攻
時
の
太
守
を
「
家
久
」
と
す
る
。

増 補 系

B2

琉
球
軍
記

・
註
の
付
加
、
新
納
武
蔵
守
を
擁
護

・
琉
球
知
識
の
大
幅
な
増
加

・
十
八
世
紀
中
頃
成
立・

前
篇

↓

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
刊

↓

七
年
再
版

↓

安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
再
々
版

増1

絵
本
琉
球
軍
記

後
篇

↓

文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
刊
（
前
篇
の
再
々
々
版
）。

・
唯
一
の
版
本
。
物
語
の
時
代
設
定
が
十
二
世
紀
。
為
朝
の
登
場
。
侵
攻
の
命
令
を
頼
朝
が
く
だ
す
。

・
堀
麦
水
（
一
七
一
八
〜
一
七
八
三
）
著

↓

金
沢
の
俳
諧
師
、
実
録
作
者
。

増2

琉
球
属
和
録

・
Ａ
系

７
『
琉
球
静
謐
記
』
を
披
見
。
自
筆
本
あ
り

↓

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
成
立
。

・
前
田
利
長
の
琉
球
侵
攻
へ
の
関
与
。

増3

薩
州
内
乱
記

・
真
田
幸
村
が
琉
球
へ
。
新
納
武
蔵
守
は
琉
球
に
て
戦
死
。

増4

薩
琉
軍
記
追
加
（
琉
球
侵
攻
の
後
日
譚
）

B3

島
津
琉
球
軍
精
記

・
二
十
七
巻
（
三
十
巻
）
に
及
ぶ
物
語
の
増
広
。

←
大
幅
な
物
語
の
転
換

増1

絵
本
琉
球
軍
記
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